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< 1] 青木正直

私がベルマン氏に最初に会ったのは， UCLA 

の大学院学生として， Ph.D 論文のテーマについ

て，いろいろと考えていた頃で，私の属していた

研究グループのエストリン教授がたまたま彼の友

人で，相談にゆくとし、し、と言って，彼を紹介して

くれた. 1958 ， 9 年の頃だったと思う. その後，

毎週 1 回くらいずつランド研究所に，研究の進行

の報告にいったことをおぼえている.学生だった

私を，大変親切にしてくれ，しかも，いろいろと

私の仕事をみんなに宣伝してくれたことを今でも

感謝している.

最後に彼に会ったのは，入院される前に彼のサ

ンタモニカの家でのパーティーの折であった.残

念ながら手術後は会うチャンスがないままに彼が

亡くなられた.去年彼が亡くなちれ， USCで追

悼式が行なわれたが，その折，彼が学生に対して.

いろいろと助けの手をのばしていたことが人々の

332 (32) 

口にのぼった.私も教職にあるが，はたして彼の

ような態度で学生に接しているか，まったく反省

させられる.今ではDP的考え方は，いろいろな

分野に普及しているが，その初期に発案者である

ペルマン氏とし寸一流の学者に直接指導を受けた

ことは，大変幸せだったと思っている.

< 2J 有水 彊

私がDP の存在を教えられたのは 1954年頃で，

イタリア南部の長期経済開発計画にDPを用いた

論文からであった，そうした考え方をかなり前か

ら探していたので大いに感激し，当時私の研究課

題であった林木集団の制御に応用することにな

り，実用化に確信をもち， OR学会に発表するま

でになった.

しかし，わが国の林学会ではまったく無悦され

たが，私の論文はソ連，ついで、アメリカで実を結

び，森林の平均生長量を何倍かに増加させる技術

開発に成功し，一般化されるまでになっている.

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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<3]

DPが開発されてから30年あまりになるが，そ

の割に普及されていないように思われる.元来，

生物は集団で生活するのが普通であり，そうした

集団は 1 つの空間に無数にあって，相互依存の関

係をもち，生態系を形成している.林木集団の制

御の例にみられるような， ソ連およびアメリカで

の成功例は，当初は開発者の私でさえ想像できな

かったことであるから，わが国で今もって信じよ

うとしないのも無理はないのかもしれない.

その意味でパイオテクノロジーの新しい分野と

しての生態系の制御にDP が応用されてよい.

<4>

最近土地利用生態学 (Landscape Ecology) な

る総合科学が中部ヨーロッパから発展しつつあ

る.それはそれまでの土木工学を中心とした地域

生態計画をさらに発展させたものであって，従来

不十分であった公害を完全に防止し，地域の生態

系の維持発展を通じて，将来を危ぶまれている人

間生活を逆に向上させようとするものである.こ

の考え方の l つの中心がサイパネティックである

が，生態系に最も必要な水資源に地下水資源や水

処理による水のリサイクルが欠けているので，こ

の分野の制御に不可欠なDPを乙れに参加させて

よし、.

< 1] 茨木俊秀

ベルマン教授との最初の出会いは，昭和37年大

学 4 年生のとき読んだ『応用ダイナミックプログ

ラミング~ (小田中・有水訳)です.私自身，最適

化という考え方に触れた最初の機会で、あったし，

本全体をつらぬく強烈な個性にも圧倒されて，何

とも深い印象を受けました.

1985 年 5 月号

その後，曲折はあっても，最適化というものか

ら離れられないのは，そもそもこの本がきっかけ

であったという気がします.ベルマン先生と直接

お会いしたのは，そのずっと後で，京大で講演を

されたとき握手させていただき，感激いたしまし

た.ちょうど制御理論の医学への応用を唱えられ

ている頃で，講演の中で古典的な制御理論を今か

らやるのは愚であるとか，ずいぶん思いきったこ

とをズパッとおっしゃっていたのが印象に残って

います.

< 2 >

私が興味をもっている組合せ最適化に限ってD

Pを考えますと，いわゆる「最適性の原理j を利

用していかに計算効率をあげるかという点につき

ます.ところで，同じ問題でも，その表現法によ

って，最適性の原理が成立したりしなかったりと

いうことがあって， DP適用可能な形への表現可

能性を明らかにすることが重要です.この点につ

いて， コスト関数をもっ有限オートマトンに立脚

したモデ、ル (Karp と Held の論文( 1967)に始ま

る)を考え，私なりにいろいろ研究し， ["組合せ最

適化の理論J (電子通信学会， 1979) にまとめまし

た.アルゴリズムの面からは，分校限定法と密接

な関係にあって，両者を融合して，より計算効率

を高めるような表現法とアルゴリズムに興味をも

っています.

<3 >

組合せ最適化では，最適解をし、かに早く計算す

るかということが中心課題だと思いますが，その

中で‘ DPは中心的な役割をはたしています.こ

れは，多項式オーダ一時間で解ける問題の多くが

DP によるアルゴリズムをもっとし、う事実からも

うかがえます.しかし，計算の複雑さを定める要

因は最適性の原理だけではなく，他にもいろいろ

(33) 333 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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ありますので，今後の課題は，これらを含めた統

一的な理論をし、かに作り上げていくかということ

だと思います.実に広範囲の応用分野に最適性の

原理を発見し， DP という形にまとめあげていっ

たあの頃のベルマンが今生存しているならば，計

算の複雑さをつかさどる原理の解明に一路逼進し

ているのではないでしょうか.

<4]

DP と一口で言っても，その適用範囲はきわめ

て広いので，全体を明瞭に把握している人は少な

いと思います. DPの本はたくさん出版されてい

ますが，どれも，あまりに専門的であったり，あ

るいはその逆に初等的(同種の話題を論じている

のみという意味で)であって， DPのインパクト

を全体的にとらえるには適していないという気が

します.この立場から書かれた本がそろそろ出て

もよい時期だと思います.どなたか，いかがで、し

ょうか.

< 1 > 岩本誠一

ベルマンが北川教授のまねきで九大にきて講演

したのは 1970年でした.当時，私は決定過程論を

勉強しはじめて 2 年目の修士 2 年でした.修論に

発表したものを雑誌 JMAAに投稿するようにな

って，ベルマンから直接“Your paper has been 

accepted..." のお手紙をいただいて大変感激した

ことを思い出します.その後も幸運のお手紙をい

ただく恩恵に浴し事務的な交信がつづいてきまし

た. 1979年には彼と彼の周辺の方々のリサーチ・

レポートを電話帳 6 冊分ぐらい送っていただきま

した.その年にはご自身の論文の7.lIJ刷をいちどに

80編余りも送っていただきました.しかし，私の

日常業務として収集している論文を合わせても，

まだ彼の全論文の 2/3 にも達してないと思いま

334 (34) 

す.また， この年には，広大の尾崎先生より自叙

伝『台風の眼』を見せていただき，自由で豊かな

発想、，深い洞察力，そして機知に富む表現力にも

深く感動しました.

< 2 >

私がはじめてDPを学んだのは，昭和42年，九

大数学科 4 年のときでした.この年 2 種類のD

P を学ぶ幸運を得ました.

l つは，古川ゼミで S. Karlin “ A First 

Course in Stochastic Processes" につづいて，

R.A.Howard “ DP and Markov Processes" 

を読んだことです.ハワードのDPはマルコフ決

定過程でした.

もう l つは，北川教授が「計画数学j の中で話

されたベルマンの fD P J でした.これは解の存

在と一意性を中心とする関数方程式的接近でし

た.確率的および確定的なDPを通じて，最適性

の原理“An optimal policy has the property 

that whetever"'" の言い回しになぜか興味を覚

えました.それは多分に recursive な表現だから

だったと思います. R.Aris は 1963年人生(? )を

舞台に最適性原理を“If you don't do the best , 

you can with what you happen to have 

got , you'll never do the best you might 

have done with what you should have had" 

と言い換えています.この訳は一筋縄ではいきそ

うにありません.しかし，何と言っても「最適政

策(最短ルート)は最適部分政策(ルート)のみから

成っていなければならない. J が一番単純明解な

表現です.それにしても，何も定義されてない状

況でいきなり，ベルマンが上述のように，それこ

そダイナミックに，最適性原理を表現したのに，

は感心せざるを得ません.この表現そのものがD

Pそのものの定義化にかかわる問題を提起してき

たと思います.私も以前，古川教授の指導のもと

オペレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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で，この点、を厳密にして共著論文を書かせていた

だいたことがございます.ともあれ， DPが，核

である最適性原理もさることながら，その幅広い

応用も，後世のわれわれに次々と研究の種を蒔い

てくれたことは事実です.

< 3 >

ベルマンは“Introduction to the Matheｭ

matical Theory of Control Processes" の

Vol. III vこ Stochastic Control を ý定していた

ようですが，これは未発表のままになりますね.

彼の仕事はどちらかというと deterministic な系

を扱っているだけに， stochastic な monograph

を読んでみたかったので、すが，今となっては残念

です.また，彼としてはまだ他に，理論面から言

えば， upper and lower bounds, quasi-lineaｭ

rization , maximum transform などを中心と

した双対埋論に研究の余地を残していたように私

には思えます. LP, CP* , NP林の双対理論があ

まりにも鮮やかなのに対して， DPそのものの

dua!ity は存在しているとは言えません.もっと

も， MDP を LP に同値変形した後の双対理論は

ありますが.私などは l つの dual theory とし

て，逆理論 inverse theory を展開してきまし

た.これはDPにおいて新しく利得空間 reward

space を導入して，従来の状態空間 state space 

と対をなすように考えて，両空間の入れ替えを行

なうものです.これにはベルマン自身大変興味を

示し， 1979年のお手紙には“There are many 

interesting problems in DP to work on" と

ありました.また，オートマトン論の立場からす

ると， DPは逐次最適化機械 sequential optiｭ

mizing machine と考えられます.そうすると，

時間の流れを逆進させた反転 reverse など，オー

* Convex Programming 
**Nonlinear Programming 

1985 年 5 月号

浅草寺にてベルマン夫妻.左端は小田中

トマトン論やカテゴリー論特有の演算がいくつか

導入できると思います.逆や反転や従来の双対な

どをDPを舞台に考えると，理論面も豊富になっ

て〈るのではないでしょうか.

最後に， DPは原理的には被最適化関数に対寸

る Max を Max と Max に同{自分離すること
x ,y :&官

に等しいわけですから，この面からすれば， Max 
:t: 

min , min Max, Max min , min Max, Max, 
y x y y x y x x ,y 

min などの逐次交互作用素の大小関係へと問題
X ,:tI 

は広がると思います.こう考えれば， ミニマック

ス定理はこの問題の l つの解を与えていることに

なります.このように考えますと， DP には理論

的にもまだ研究の余地はあるのではないでしょう

ヵ、.

< 1> 尾崎俊治

大学院修了後， 1970年 9 月より 2 年間， USC 

のベルマン教授のもとで研究生活を送ることがで

きた.当時， 10人余の研究員を擁する生物数学の

研究ク守ループのリーダーであるベルマン教授は多

忙ながら，精力的に研究と研究管理にとりくんで

いた.はじめての外国生活で‘活気に満ちた研究グ

(35) 335 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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ル}プの一員としてすごすことができたのは，私

の研究生活にとって大変幸せであった.

その後， 19釦年および 1982年サンタモユカのベ

ルマン教授の自宅でも会う機会があったが， 1973 

年の病気以来自宅での生活を強いられ，ベルマン

教授自身大変残念であったと撤察される.

本人の自叙伝[ 1 ]には病気のことは一切触れ

ていないが， 1973年以後も不自由な自宅での生活

にもかかわらず著作に励んでいた.その努力には

大変敬服している.

[ 1] Richard Bellman, E�e of the Hurricaneｭ

An Autobiography, World Scientific, Sinｭ

gapore, 1984 

< 2>

DP とのはじめての出会いは学部時代に小田中

先生と有水先生の翻訳『応用 DP~ を読んで以来

である.当時としては珍しい日米同時出版で，日

本のオベレーションズ・リサーチの研究者にDP

を紹介した功績は高く評価しなければならない.

その後，しばらくマルコフ決定過程に関心があ

ったが，逐次決定過程としてのいくつか数学的に

莞しい結果が次々に発表されて，その理論体系に

感心した.マルコフ決定過程はDPの中でもとり

わけ多くの研究者が研究成果念競い合い，いまも

競い合っている.

<S>

1950年代および 1960年代にベルマン教授がDP

の理論体系を完成したことはもちろんのこと，多

くの分野への応用可能であることを示した.従来

の配分，計画，在庫，制御の分野での応用のみで

なく，かなりいろいろな方面で応用されている.

現在のDPの成熟期において，単にDPを応用

して問題を解いたということは強調されなくなっ

た.むしろ，いろいろな分野で当然のようにDP

388 (36) 

を用いて問題を解いている.

DPを新しい観点からまとめた Denardo の書

物 [2J はなかなか興味深い.

[ 2] E. V. Denardo, Dynamic Programmingｭ

Models and Applications, Prentice-Hall, 

Englewood Cliffs, New Jersey , 1982 

< 2 > 坂口 実

人の一生で，その人にとってある特別の本(と，

それから師)との出会い，というのは誰にでもあ

るだろうが，私たちのように研究を職とする者に

とっては，ある種宿命的な様相をもつかもしれな

い. 1950年代前半に RAND Corporation から

出る Bellman らの Paper や Report は，どこ

からか当時の青焼きの形で手にはいったが，これ

らが成書としてまとまって出版されたのが Bell-

man の最初の本“Dynamic Programming" 

Princeton Univ. Press, 1957，である.かたく

て頼りがし、ある表紙の手触り，背くなくて，しっ

かりまとまった黒インクの活版，ずっしりとした

重量感は，まだ大戦後の混乱の中にあった当時の

私を，今こそ;本当の洋書を手にいれたとし、う幸福

感で一杯にしてくれた.

内容がまた，すばらしい.これまでこれほど身

近卑近なところで深い内容をもっ決定の科学とい

うものはなかった.一節が過ぎて次に進むのが惜

しいような思いにとらわれるのは，迫力ある小説

に夢中にさせられるのと同じである.各章ごとに

集められた Problems は示唆と暗示に宮み，これ

だけであきない.私にとっては，いまだに解けな

い問題もある.この本はやはり Bellman という

天才と，第二次大戦直後の技術革新という時代の

要請とが生んだ画期的な書物の l つであろう. 1 

つの技術や思想の誕生の時期に，その創始者によ

る情熱的な著作にふれることができる，というの

オペレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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は誰にとっても幸運であるというべきだろう.

< 3>

親が子の将来を予測できないのは，子の才能と

時代の変化があまりにも多様だからである.Prof. 

Bellman ならばいざ知らず， 小生ごときにとっ

て DP の将来をうんぬんするなど傍越滑稽である

ことは百も承知で，あえて編集者の要請に応える

と: (1 0)わからないことが研究努力によって段々

わかってくる，というのは一体どういうことであ

るのか? これの解明は 1940年代からの推測統計

学や 1960 年代からの Bayes 経済学の目標でもあ

ったが，その多段的な経過を数学的に照射するに

はDPがきわめて有効な道具である.したがって

実験の計画・実施，情報の抽出・利用・綜合，学

習の様式・効果などに関して，各種の実際的側面

においてDPを利用した研究が一段と深まるだろ

う. (20 )社会科学・行動科学への数学的接近が高

度化するにつれて，多次元変数を含む複雑な決定

過程を扱わなければならなくなるので，コンビュ

ータの利用技術の他にも，新しいDP の一一ちょ

うど R. Howard の政策反復法が Bellman 初

期の D P~こ与えた効果のように目覚ましい 開

発が必要になるだろう.

これらのことは今後四半世紀くらいにいろいろ

の発展が見られると思われる.私自身はそれを見

)吊けることができないのが残念であるが.

< 1> 杉山 博

私がはじめてベルマンさんのふうぽうに接した

のは 1960年すぎ，たぶん 1962年だったかと思いま

すが，横木義一先生が案内されてこられた阪大工

学部(大阪市内東野田に校舎があった時代)のなか

でのベルマン先生の短い講演でした.ベルマンさ

んはふつう大変な早口でしたが( 3 倍速?)その議

1985 年 5 月号

皇居庭園におけるべルマン夫妻

演会では意識的にゆっくり，黒板にはさっさと例

の左手で， mathematics+probability & staｭ

tistics+computer= 100% と書いて，これら 3 つ

の分野が一体のものとして進歩すべきであること

を指摘されたことを思い出します.また，情報科

学の分野全体を黒板上に丸で囲んだうえ，シャノ

ン・イズ・オンリー・ワンポイントと百ーって点tを

打たれたのが非常に印象的でした.とにかく数学

とその人類社会への有益なる応用についての広大

にして深いベルマンさんの認識と強い意欲を感じ

ました.

その翌年の夏(1963年)， UCLAで開催された

インダストリアル・リライアピリティのセミナー

に，その企画推進者のE ・ P ・コールマン教授か

らQC関係の講師のひとりとして私も招待されて

1 :1] 月間， リチヤード・パーロー教授とドミトリ

ーの隣同志の部屋を与えられて過ごしましたが，

そのセミナーのある円，ベルマンさんの Problem

of Problem solving としづ講演でした.

そのなかで，ベルマンさんは数千年前からの数
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あなたにとっでDPとは? ，，，，，，，"""""'"'"，"，"''""''，"111""''""'''''''側'""'"""""""""""""""，"""""111'"'""'""""""""""""""'"'""'""""111'""'111''''""'''"'''"""'''

学の発展の源泉は常に応用数学にあったというこ

とを事例をあげて強調されたのが印象的でした.

数学と応用数学を一体のものとして捉えるという

哲学のもとでより本質的な，より良い数学を生み

出し，その結果の応用によって広〈人類社会に貢

献することに強い意欲を燃やしておられることが

早口の講演を通してひしひしと感ぜられました.

その話の終ったあと，私は思いきってベルマン

さんを待ち受け，私が医学，生物学，そしてシス

テムと確率制御等へ数学と確率統計を通じて貢献

したいという意欲をもっていることを話すととも

に，確率制御の数学モデルについてベルマンさん

の意見をうかがうと，ジーパン姿で石の上に腰か

けたまま，私の手帳に X"+l=g(X耐仙)， XO=C, 

fN(C) =. m，inJXN-z\l， など次々に具体的な式が
{lIn}eR 

書き込まれました.そのとき初対面であったベル

マンさんと瞬時にして心がかよい合うのをおぼえ

ましTこ.

その翌年から私もベルマン博士の研究グループ

の一員としてロスアンゼルスヘ招へいを受けるこ

とになり，おかげで全米のみならず，世界中に多

くの知己を得るようになりました.最初はパーケ

ルさんの神経生理学に数学の立場から協力しても

らいたいとし、う段階からはじまったのですが，次

第にDPやQLにもかかわるようになりました.

そして去年，亡くなるまでのこ十年あまり，ロス

で，また，多数回の国際電話で，そしてその間，

ベルマソさんから届いた手紙や原稿等はおびただ

しい回数になりました.

パーグレーの Dreyfus 教授も私に言われまし

たが，ベルマン先生がもう 3 年早〈脳腫聖書の手術

を受けておられたら今なお健在であったであろう

と思うと残念です.しかし，からだと言葉と視力

が不自由になられた手術後も，長年月にわたり，

亡くなる直前まで多数の研究論文と著書の出版を

逐行されたベルマン教授の強固な意志力と頭脳カ

338 (38) 

P 

図 1

の偉大きはプリンストン大学の数学出身の天才的

数学者というにとどまらず，人間としても偉大で、

す.

< 2 >

私がDPに強い興味と関心をもつようになった

のはU 】に述べた経過のなかでたびたびふれたD

P の原理， The principle of optima1i ty のす

ぼらしさによる.ペルマンさんは初期の頃，これ

を図 1 のように象徴的に説明されたことがあっ

た.

とにかく，およそ最適な行動の経路ならびに最

適解がこのダイナミッグな原理から一元的に導か

れることはすばらしい.ユュートンの逐次近似法

にも勝る偉大な原理というか法則のようなもので

数学にして数学を超える哲学的認識だと思う.数

学上の，また応用上の多彩な諸問題をまず大胆に

定式化することが面白い.そうしたうえで解の存

在とか一意性については数学として研究を積み重

ねる.

私自身は 1974年の MATH. BIOSCIENCES 

21 , pp. 1-29 等の論文 (DP と Scan-Rescan

Processes) で主役を勤めたが， これもスキャニ

ングで全体としての情報を把握するに当って重要

な箇所には時間配分のウエイトを重くし，そうで

ない筒所は軽くして全体として最も効率よくスピ

ーディに情報を把握するためにDPを用いる研究

をやってもらいたいと，たった数分間ペルマソさ

んの意向を受けての研究であったが，当初その問
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題の定式化tこ苦心した経験がある.とにかく，そ

れまでのベルマンさんや Dreyfus f誌の本にも，

また，おびただしいDP関係の本にも類型がなか

ったので\

(3] 

DP と QLの応用による非線形多点境界値問題

の数値解法など， DP とその応用に関する将来は

あげればきりがない.ボント F ヤーギンの最大摂

理(PMP)のDPによる証努，ウィ…ナのサイパ

ネティックスや広畿の情報理論等のDPによる新

しい発展なども将来股望も想像される.

また，生態系をふまえた環境工学や予防医学，

それに種々の寝床農学における診断議寝や治療過

程へのDPの応用など，応用面の研究も，むしろ

今後の発展に待つ閣が多いのでは.

また， Bayes流の統計学や時系列解析などの数

学的発展に関連して， DPによる種々のストカス

ティックな最適配分計画，最適推測計画等の研究

を進める必要がおこってくるのではあるまいか.

しかし，“最適"といっても local ， global，い

ろいろな憾宿でDP とその車用を考える必要があ

ろう.

さらにまた， F A1t，情報化，スペース化の進

展にともない，経済性と安全性をふまえた信頼性

設計・や工程，工法の最適計画にも DPがもっとも

っと活聾するようになるのでは.

しかし，以上のような将来に向かつての DP と

その応用を期待するためには，広い分野の人々が

DPの考え方やその応用に関する基礎的な素養を

もっ必要がある.そのための教育をどの段構でど

のように数学教育にとり入れるか，また PRする

か，とし、うむずかしい基盤づくりをわれわれは意

識することが必要ではなかろうか.

1985 年 5 月号

浅草寺におけるベルマン夫妻事左i主主著沢光一教授

<4>

(A) 

蕊述のDP教育にも関連するが，たとえば f標

本調査法j でよく知られている層化抽出法のデミ

γ グの割当ての公式日与主油 Pで求める
• Li 

べくやってみた.層の数が 2 ， 3 等の場合，この

公式はDPによる定式生でもすぐわかる.その一

般化は数学的帰納法でよい.これも DP教育のた

めのよい教材になると思う.また，品質管理にお

ける多田抜取検夜方式の研究も DPを用いていろ

いろやってみることができる.

(B) 

DPによって定式化したあと数値解を求める段

階で言われてきた dimensionality の“curse"

をどう乗り越えるか，これも今後の研究課題の i

つであろうが，コンピュータの進歩により，多数

同のシミュレーション実験と経験則による近似

(empirical method) 等により，種々の break

through が開けてゆくものと思う.

<1> 鍋島一郎

私は1969年に南加犬・工学部のベルマン研究室

に 1 年摺，スケジューザングの研究で大変お世話

になりました.ベルマ γは，自擦が明確に決まれ
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ば自由に研究に専念させてくれました.後のもと

には日本のみならず，京〈各雷からの研究者が滞

在しています.また彼はたびたび臼本にもこら

れ， B科技連での講演も楽しい思い出です.その

後，スケジュ一世ングに関する共著の話があり，

ジ聾日ジア工科大学のニ巴ソグエ教袈も加わって，

1982年に Pergamon Press より出版されたこと

も，なつかしい思い出となっています.

私は1950年代の後半にガスのLPの本やベルマ

ンのDPの本などORの勉強をはじめ， OR学会

に入会して以来， DP部会の一員としてDPの研

究なつづけています.ベルマンが間期提起たした

機械スケジュ-1)ング間離に対し 2 機按の場合

のジョンソン結果のDPによる導出に興味をおぼ

え 3機模以上のß渓列フロ}・シ草ツブ総所要時

間最小間髄に対しDP的手}I債で限定解や最適順序

での 2 仕事一定JI民基準などが求められましたが，

より一般的な十分条件はク担テイカル・パス接近

法によって得られます.ぎた， DP~憲法の効率化

にも興味をもっています.一般解法として BAB

法(分校限界法)が効本よく用いられるが， DP の

最適性療護やBAB法の原理tこは，穣先濠理によ

る状態変換過程が，その基礎に通ちると考えていま

す.

< 3]

スーパー・コンビ品ータや第 5世代コンピュー

タの発展とともにひ?の利用範醤やF忠清が拡大さ

れると思われる.一般に，次元性の問題を解決す

る手法の開発がさらになされることが望まれる.

DP算法の効率化として，データ構造を利用し

たりーチング法(reaching)，下界{あるいは上昇}

戦略の併用，音声認識の場合の傾斜制限法のよう

な近魁解法，あるいは並列計算法などの発展が期

待される.また，組合せ的や確率的，適応的な構

造以外にも，非重デ号機造やファジィ構造のシステ

340 (40) 

皇居庭園のベルマ γ夫妻.左端は有水氏

ムとか，人工知能関係などへの路用もなされる.

[4] 

オベレーシ誼ンズ・リサーチ紙の 1984年 4 月号

の fアンケート調査一大学における OR教育J に

よると，経営工学系や数理・情報系の学科では，

DPがかなり講義されているが，その他ではいま

だ十分ではないことに注目したい. DP の啓蒙活

動も必要で、あろう.
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